一寸 森と した。 誰かが 低い 声で、 問題に なった 

A 初秋 や 名 も 文月の 恋の 謎 

と 口誦んだ。 

さっきから、 あっちの 小高い 亭 にも、 鳥 打帽を かぶ つ 

た 若者が 頻りに 楽 焼の 下絵 を 描いて いる。 たった 一人 

で、 前に 木版ず りの 粉本 を 置き、 余念ない 姿 だ。 亭の 

まわりの 尾花が くれに それが 見える。 

写生の 日傘と、 東屋との 間の 道 を、 百花 園と 染 抜い 

た 袢纏の 男が 通る。 続いて 子供 づれの 夫婦が 来 かかつ 

た。 



「お父さん、 あんな トンネル、 おうちに も あると いい 

ね」 

「うん」 

r 斿 えてね」 

「お 家 は 狭い から 駄目です よ」 

「ふ— ん」 

父親、 カメラ を 出した。 

「さ、 そこへ 姉 ちゃんと お並び」 

六つば かりの その 息子と 十 位の 姉、 雁 来 紅 を 背景に 

して、 ポ ー ズ する。 

「陰 もよ、 曉 も チヤ チン」 



の 斜光に 照し 出された 蜀 葵の 紅い 花が ある。 男の 一 人、 

歩きつ つ 莨 に 火 をつ けた。 

鳥 打帽の 若者 は、 まだ 下絵 を 描いて いる。 写生の 日 

傘 も 動かない。 ほんの 少し 風が 渡り、 夥しい 草の葉が、 

軟ぃ 音、 細い 音、 いろいろに 鳴った。 

急に、 広 庭つ づきの 叢の かげが 賑 かにな つた。 多勢 

人の 来る 気勢。 

「 本当に、 さぞ まあ 百花 園さん も 喜んでお ります 

でしよう よ I 
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